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研究成果の概要（和文）：イラクやシリアでの紛争に起因する越境移動について、移動の主体がどのように移動
先と経由地を決定しているのかについて、世論調査と資料の精査を通じて明らかにした。イラク、シリアから流
出した「移民・難民」については、個々人が持つ資源の量と質が移動先の決定に影響を与えている一方で、各々
が生活設計、共同体や家族との関係、宗教的な帰属のような個人的な志向に基づいて移動の在り方を決定してい
ることを解明した。また、イラクやシリアに流入する「潜入者」については、彼らが目的地に到着し、希望の団
体に合流するまでには、出発地、経由地、目的地で受入団体の関係者と人的関係を構築することが重要であると
の結論に達した。

研究成果の概要（英文）：With regard to cross-border migration caused by the conflict in Iraq and 
Syria, it was clarified through surveys and data scrutiny how the movement entity decides the 
destination and the route. As for “immigrants and refugees” leaked from Iraq and Syria, while the 
quantity and quality of the resources possessed by each individual influence the decision of the 
destination. Futhermore, each has a living design, relationship with community and family, religious
 affiliation, it clarified that the way of migration was decided based on these personal 
orientations. Also, with regard to “infiltrants” who flow into Iraq and Syria, by the time they 
arrive at the destination and join the group of hope, the person concerned with the person of the 
host group at the place of origin, transit point, and destination We came to the conclusion that it 
was important to build a relationship.

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
イラク、シリアからの移民・難民が、越境移動に対しどのような経験と意識を持っているかを解明したことによ
り、彼らの生活状況、必要とする支援や、帰還のための条件も具体的に示すことができた。移民・難民は紛争に
追われるだけの無力な人々ではなく、彼らなりの志向や目的に沿って越境移動を営んでいた。本研究の成果は、
移民・難民の主体性を重視した支援や、紛争後の社会の復興事業の立案に大きく貢献する。また、イスラーム過
激派の越境移動についても、送出し地、経由地、受入れ地の各々に問題解決のために取り組むべき課題があるこ
とを指摘した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
2011年 3月にシリアで発生した改革要求・抗議デモは、政府側の弾圧と反体制派の武装闘争路
線により、大規模な武力衝突に発展した。衝突には、紛争の原因と解決策について異なる見解
を抱き、紛争地に利害関係を持つ外部の諸当事者が参入したため、シリアでの紛争は単独の国
家の領域内でその国家に起源をもつ主体の間での政治権力や領域の争奪としての内戦ではなく、
国際紛争と呼ぶべきものとなった。特に、「イスラーム国」がイラクとシリアとにまたがって広
範な地域を占拠したことは、両国における現下の紛争が国際的な紛争であることを象徴してい
る。その結果、シリア、イラクをめぐる大規模な人口移動が生じた。そこには国内外での移民・
難民だけでなく、「イスラーム国」などの武装勢力諸派に合流しようとする戦闘員や、彼らの同
伴者からなる潜入者も存在する。この双方向的な移動の営みは、規模の面では前者が圧倒的に
多数ではあるが、社会的な影響の面では後者も劣るものではない。こうした背景から、シリア、
イラクでの紛争に起因する越境移動については、紛争地から流出する移動と、紛争地に流入す
る移動の双方向の移動を、総合的にとらえる必要があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、シリア、イラクでの紛争に起因して生じている越境移動について、移動を行う「移
民・難民」やイスラーム過激派などに合流を試みる「潜入者」がどのような政治意識を持ち、
いかなる動機や情勢判断に基づき移動を行うか、また、移動先と経由地をどう決定しているの
かを解明することを目的とする。この点を明らかにするため、移民・難民や潜入者が属する社
会集団の属性（年齢、性別、出身地、経済階層など）に特に着目することで、その実像に迫る。
分析の対象には、紛争地から外部に流出する移民・難民と、逆に外部から紛争地に流入する潜
入者の双方を含める。それにより、いかなる要因が移動の方向性を決めるのか、紛争の動態と
人の移動の関係性や、地域紛争が国際社会に与える影響などを総合的に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、質的調査と量的調査との相互補完を重視し、現地調査・世論調査を繰り返し実施す
ることにより調査の精度を向上させることを通じて越境移動の実態を解明する。具体的には、
欧州（スウェーデン）での世論調査（2016 年）を実施した。また、中東地域での現地調査、世
論調査は、難民を対象にした調査の困難さに鑑み、現地調査（トルコ 2017 年、2018 年）、世論
調査（2017 年）を実施した。質的調査に基づき仮説を立て、仮説に沿った質問票を作成して世
論調査を実施することにより、仮説を検証した。 
 
４．研究成果 
研究の目的に沿い、スウェーデン在住アラブ人(2016 年度）、トルコ在住シリア人（2017 年度）
を対象に実施した世論調査の分析、及び類似の調査結果との比較検討を行った。スウェーデン
に移動したアラブ、特にシリア人は、同国に移動する以前から社会資本や学歴のような資源に
比較的恵まれた人々であるとともに、越境移動先としてスウェーデンを選択するに際し、同国
の入国管理政策について情報を収集し、他の候補地と比較の上で移動を行っていることも判明
した。これを受け、トルコ在住シリア人は、そうした資源に恵まれない人々であるとの仮説を
もって現地調査や世論調査に臨んだ。その結果、トルコ在住シリア人はスウェーデン在住シリ
ア人のみならず一般的なシリア人と比較しても学歴（識字率）が著しく低い傾向があり、彼ら
が EU 諸国への移動に成功した者に比べて資源に恵まれていない人々であるとの側面が明らか
になった。ただし、トルコ在住シリア人は、家族・親族・同郷者との同居を好む傾向が強く、
シリアを離れる前の共同体を維持した上でシリアへの帰還の可能性を模索する人々でもあるこ
とが判明した。すなわち、トルコ在住シリア人が居住地としてトルコを選択した理由としては、 
自身が持つ資源の多寡に加え、共同体への意識やシリアへの帰還の見通しのような要素もある
ことが明らかになった。 
イスラーム過激派の戦闘員らのイラク・シリアへの流入についても、「イスラーム国」に合流し
た者の名簿の流出など、資料や情報入手する機会が増した。これに基づき、「イスラーム国」に
合流を希望する者が直接的な人間関係を通じて勧誘され、組織内の「推薦人」の信頼を勝ち得
てはじめて「イスラーム国」に合流していた事例が多数を占めること、イラク・シリアへの潜
入が容易なトルコ経由での移動が主流であることが明らかになった。 
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